








要約:今年度は地域内における母子保健課題に対応する、民間機関や組織の活動の実態と今

後のあり方について検討した。民間という用語をどのように定義するかは議論のあるとこ

ろではあるが、ここでは「公的な機関に属さない」とした. 

地域内にどのような民間機関や組織が有るかということは、地域特性が大きく影響し、大

都市ほど各種の民間機関や組織がバラバラに存在し、サービスの内容も様々で有料化され

たものが多い。都市化途上にある地域では愛育班組織に代表されるような自主的な地域組

織が、行政サービスと連携を持って長年に亘り有効に機能している。今後はますます発展

する民間サービスを、公的なサービスとどのように組織化していくか.また民間機関や組織

の母子保健情報をどのように提供し、住民のニードの多様化や質の向上に資するかという

ことになろう。 


